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ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
の
「
書
物
」
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
争

『
偽
の
教
師
に
つ
い
て
の
講
…
話
』
を
中
心
に

ストリゴーリニキの「書物」をめぐる最：近の論争（宮野　裕）

は
じ
め
に

　
一
四
世
紀
末
の
ロ
シ
ア
北
西
部
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
と
プ
ス
コ
フ
に
現
れ
た
「
異
端
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
の
研
究
は
長
い
歴
史
を
持
っ
て
い
る
。
定
説
的
見
解
に
よ
れ

ば
、
こ
の
「
異
端
」
は
聖
職
者
の
腐
敗
を
批
判
し
、
彼
ら
に
代
え
て
教
区
民
か
ら

教
師
慧
覇
の
誹
を
選
ん
で
い
た
。
ま
た
聖
体
を
否
定
し
、
聖
職
者
に
で
は
な
く

大
地
に
向
か
っ
て
繊
悔
を
行
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
正
統
教
会
か
ら
弾
圧
を
被
り
、
一

五
世
紀
二
〇
年
代
に
根
絶
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
と
こ
ろ
で
一
三
八
六
年
に
こ
の
「
異
端
」
を
論
駁
し
た
ペ
ル
ミ
主
教
に
よ
れ
ば
、

「
異
端
」
の
指
導
者
で
あ
っ
た
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
輔
祭
カ
ル
プ
は
「
自
分
の
異
端
の

助
け
に
な
る
よ
う
に
書
き
写
し
た
書
物
窺
畿
O
帥
下
賎
①
　
袈
鵠
翻
英
翻
◎
ρ
　
①
英
①
畿

6
圃
謡
6
餌
囲
帥
鵠
。
竃
◎
響
の
噸
の
6
鵠
6
鰐
。
の
跡
」
を
持
っ
て
い
て
、
こ
れ
に
基
づ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

て
自
分
た
ち
で
教
区
民
に
対
し
説
教
を
行
っ
て
い
た
。
当
然
、
こ
の
「
書
物
」
は

い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
が
生
じ
る
。
後
に
述
べ
る
よ
う
に
、

幾
人
か
の
研
究
者
は
「
異
端
」
の
主
張
を
検
証
し
、
こ
の
主
張
と
同
時
代
に
存
在

宮

野

裕

し
た
堕
落
聖
職
者
に
対
す
る
批
判
文
書
集
（
以
下
「
批
判
文
書
集
」
と
略
）
の
そ

れ
と
の
類
似
を
指
摘
し
た
。
こ
う
し
た
研
究
者
に
よ
れ
ば
、
こ
の
「
批
判
文
書
集
」

こ
そ
が
「
異
端
の
書
物
」
で
あ
っ
た
。

　
「
書
物
し
の
内
容
の
解
明
は
、
も
ち
ろ
ん
「
異
端
」
研
究
の
核
で
あ
る
教
義
の

解
明
に
直
結
す
る
ば
か
り
で
な
く
、
中
世
ロ
シ
ア
に
存
在
し
た
堕
落
し
た
聖
職
者

に
対
す
る
批
判
と
ス
ト
リ
ゴ
：
リ
ニ
キ
の
「
異
端
的
思
想
」
と
の
関
係
を
明
ら
か

に
す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
本
稿
で
は
こ
の
「
異
端
の
書
物
」
に
関
す
る
最

近
の
論
争
を
紹
介
し
、
諸
研
究
者
の
意
見
を
検
討
し
て
み
た
い
。
筆
者
の
本
来
の

関
心
は
「
異
端
」
そ
の
も
の
に
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
検
討
の
前
に
こ
の
「
書
物
」

の
問
題
が
別
個
に
考
察
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
な
ぜ
な
ら
第
一
に
こ
の
「
書
物
」

の
問
題
が
「
異
端
」
研
究
の
な
か
で
一
定
の
自
立
し
た
位
置
を
占
め
、
こ
れ
に
関

す
る
先
行
研
究
が
十
分
に
存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
　
「
異
端
」
教

義
の
解
明
に
こ
の
「
批
判
文
書
集
」
が
利
用
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の

際
に
回
答
を
要
す
べ
き
問
題
点
が
存
在
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　　一　1皿



西洋史論集

註

（
1
）
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
「
異
端
」
に
つ
い
て
は
、
差
し
当
た
っ
て
以
下
の
研
究
が
あ
る
。

　
　
囎
網
油
躍
①
切
盟
．
”
自
。
o
∩
蓄
温
①
畿
膣
①
O
①
噂
の
∩
諭
×
謡
噂
帥
∩
x
O
趣
帥
〆
　
α
げ
濁
陰
隅
×
切
噂
《
6
∩
開
O
跡

　
　
彊
①
聞
訳
切
鵠
o
o
尊
コ
噂
①
竃
①
留
罰
ビ
5
詞
9
。
油
調
竃
麟
噂
帥
口
σ
①
淘
翻
國
。
『
o
油
。
駕
。
降
ユ
隅
餌
臣
。
哨
”
o
ω
調
。
門
。
・

　
蓄
こ
騙
ω
o
o
．
ρ
①
Q
o
－
o
Q
Q
o
甲
州
o
o
吋
。
竃
9
。
噸
。
㎝
臨
噸
隅
∩
の
◎
尊
①
囎
鵠
o
l
唱
網
∩
∩
課
隅
①
毘
窟
。
噂
。
巣
Y

　
　
臣
”
食
。
切
6
吋
㎝
薗
ロ
コ
0
5
頃
噂
①
霊
①
謡
Ω
。
蜜
加
の
飼
げ
讐
了
団
①
還
の
0
5
0
噂
。
団
閃
鵠
陰
薗
油
島
。
．
6
幽
鈴
℃
H
o
Q
①
ω
．
○

　
　
心
勲
－
心
①
①
　
霊
鵠
緊
罵
同
∩
緊
圃
罫
｝
罫
O
韻
①
噂
開
切
雷
団
吋
唱
①
躍
置
①
詠
鵠
6
叫
。
唱
鵠
瞬
調
∩
課
。
切
顔
麟
．

　
　
O
訓
獣
こ
同
o
Q
刈
ω
．
6
．
一
Q
o
刈
ー
ト
∂
ω
8
　
門
。
鵠
躍
⑰
圏
圃
6
日
号
跡
団
．
国
．
置
∩
尋
。
囎
雷
ぬ
”
団
6
0
駅
。
罫

　
　
溜
の
噂
叉
雪
降
隅
　
吋
．
P
　
鵡
●
一
●
蜜
こ
　
戸
Φ
O
ρ
　
∩
昌
ω
O
①
1
画
H
も
〇
一
　
咽
冤
油
O
ロ
置
罵
隅
置
罵
’
　
望
9

　
　
咽
《
6
6
図
鹿
。
箇
調
団
軌
島
げ
罵
翻
∩
吋
隅
果
慶
。
冨
謹
　
切
①
閃
薗
●
属
一
鵠
こ
図
譲
S
　
∩
．
お
1
蒔
Q
◎
…
駅
趙
ω
麟
緊
O
切
農
。

　
　
隅
》
　
瞬
謡
蜜
囎
げ
①
論
　
ρ
》
調
唾
畿
曹
①
o
油
9
自
詞
ぴ
躍
置
①
①
覧
①
司
罵
園
①
o
図
腰
①
油
σ
口
罰
葵
①
調
謡
箇

　
　
盟
薗
町
鳶
∩
鵠
×
窺
－
調
Ω
直
心
勉
陶
薗
藷
　
三
石
①
骨
内
．
審
”
お
ゆ
⑰
．
○
刈
－
認
　
調
の
噂
の
三
二
臨
調
謡
．
o
瞬
●

　
　
瞠
ω
翻
∩
哩
。
町
鵠
鵠
の
囎
①
吋
圏
鵡
の
6
訳
鵠
凶
油
尊
ぴ
置
葵
①
罵
劉
爵
翻
自
自
咽
網
6
萬
u
㊤
　
属
署
－
属
く
切
切
・

　
　
切
。
罠
噸
。
∩
げ
国
醗
O
刈
O
唱
隅
鵠
噂
①
出
隅
『
隅
隅
隅
麟
吋
の
図
ω
霞
薗
．
吋
甲
S
審
”
お
靹
Φ
●
○
卜
Q
肋
刈
l
b
◎
刈
臼

　
　
課
鼠
隅
軌
臣
。
鵠
。
切
｝
鍔
　
”
①
脅
。
貿
竃
億
爵
農
隅
。
国
圃
螺
①
加
σ
ロ
隅
藁
①
置
隅
ぬ
切
岡
。
∩
6
鍔
劉
切
属
署
－

　
　
翻
①
罵
⑫
3
0
罫
圃
O
淘
O
団
圏
臨
①
寓
畠
　
薗
ロ
．
切
こ
諸
こ
同
Φ
①
O
●
∩
．
躍
Q
o
I
冒
ω
ρ
同
①
刈
一
一
¶
ω
　
×
O
鴫
O
罠
①
切

　
　
》
．
○
環
①
鵯
課
O
切
げ
◎
σ
6
0
鎧
隅
薗
鵠
げ
認
O
l
調
O
淘
閣
吋
風
垣
①
6
聚
O
跡
O
隅
∩
吋
の
竃
の
躍
o
o
5
『
o
覧
O
加
∩
瞬
。
臨

　
　
轡
①
o
油
髄
論
『
盟
。
跳
蜀
①
6
罰
矯
軌
陶
圃
緊
罫
寓
こ
同
⑩
Q
Q
O
●
○
①
刈
－
刈
ご
　
”
『
翫
帥
緊
。
口
σ
㎝
．
》
●

　
　
∩
吋
囎
闘
『
◎
詣
げ
罵
調
閃
罵
．
該
こ
一
Φ
り
ω
…
閃
①
畠
9
0
く
O
●
噂
●
円
ぽ
①
村
億
ω
ω
貯
臣
奉
躍
σ
Q
δ
薩
。
。

　
ヨ
ぎ
飢
●
く
。
ド
ト
。
幽
馬
田
．
・
。
。
鋤
。
ぽ
儒
。
・
①
け
冨
・
一
〇
刈
ゆ
・
O
O
■
嵩
し
◎
一
置
o
o
…
寵
σ
。
。
o
び
簡
・
○
嵩
げ
。
島
。
×
δ

　
億
臣
q
調
餌
『
Φ
ω
同
①
國
ヨ
B
ゆ
一
θ
①
畳
目
億
ω
ω
冨
⇔
鳥
．
ぐ
『
δ
o
o
げ
固
鳥
①
臣
噂
同
①
刈
q
●
ω
①
ω
一
①
刈
■
ル
イ
パ
コ
ー

　
　
フ
の
異
端
論
に
つ
い
て
は
筆
者
は
以
前
紹
介
し
た
こ
と
が
あ
る
。
書
評
「
ル
イ
バ
コ
ー
フ
著

　
　
『
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
』
」
　
『
北
大
史
学
』
三
六
号
、
一
九
九
六
年
、
五
五
－
六
五
ペ
ー
ジ
。

（
2
）
山
田
∩
o
牌
自
ユ
諭
鵠
6
層
◎
留
鎧
調
①
∩
図
薗
ぬ
⑰
置
旧
詞
隅
◎
吋
①
緊
鐸
（
咽
置
㎝
・
）
幽
↓
①
．
O
謹
軌
こ
同
8
Q
。
●

　
　
○
卜
○
置
…
写
角
。
ω
Ω
・
訳
。
切
戸
。
圃
鼠
罵
噂
『
ρ
》
国
呵
鵠
魯
の
。
油
9
。
謡
げ
置
戸
①
．
：
○
ト
こ
ω
o
。
．

　
　
研
究
史
概
襯

「
異
端
の
書
物
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て
の
最
初
の
研
究
老
は
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

彼
は
文
書
集
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
罵
ω
冨
食
。
噂
鷲
蝕
』
を
、
一
四
世
紀
末
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ

ド
地
方
で
作
成
さ
れ
た
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
八
六
番
写
本
（
以

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

下
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ
フ
写
本
と
略
）
を
使
用
し
て
検
討
し
た
。
　
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』

に
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
あ
り
、
一
方
は
一
四
～
＝
ハ
世
紀
の
写
本
（
旧
版
）
で
、

他
方
は
↓
五
世
紀
以
降
の
写
本
（
新
版
）
で
残
っ
て
い
た
。
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ
フ
写

本
の
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
は
前
者
に
属
し
て
い
た
。
彼
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧

版
と
新
版
の
内
容
を
比
較
し
、
旧
版
の
幾
つ
か
の
文
書
が
新
版
で
は
削
除
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
。
削
除
さ
れ
た
文
書
は
、
①
読
書
を
推
奨
す
る
も
の
、
②

聖
職
者
に
対
す
る
批
判
、
③
教
区
民
に
説
教
の
権
利
を
与
え
る
必
要
を
説
く
も
の

で
あ
っ
た
。
実
は
こ
の
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ
フ
写
本
自
体
は
そ
の
前
半
部
と
最
後
部
が

欠
け
て
い
て
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
新
版
と
の
比
較
検
討
に
耐
え
ら
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
だ
が
南
西
ル
ー
シ
で
一
六
世
紀
に
作
成
さ
れ
た
ト
ロ
イ
ツ
ェ
・
セ
ル
ギ
エ

フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
ニ
〇
四
番
写
本
（
以
下
ト
ロ
イ
ツ
ェ
・
セ
ル
ギ
エ
フ
写
本
と

略
）
で
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
の
内
容
全
体
が
残
さ
れ
て
い
た
。
従
っ
て
彼

は
①
「
異
端
」
と
同
時
代
の
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ
フ
写
本
は
一
六
世
紀
の
ト
ロ
イ
ツ
ェ
・

セ
ル
ギ
エ
フ
写
本
と
同
じ
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
を
含
ん
で
い
た
こ
と
を
前
提

と
し
、
②
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
が
入
っ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ

フ
写
本
は
教
会
当
局
の
手
で
「
被
害
を
被
り
」
、
教
会
に
と
っ
て
危
険
な
文
書
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ね

削
除
さ
れ
た
と
考
え
た
。
削
除
さ
れ
た
文
書
の
中
に
は
、
財
産
を
蓄
え
、
無
学
で

斎
戒
を
行
わ
な
い
「
偽
の
」
聖
職
者
を
排
除
し
、
代
わ
り
に
教
育
を
受
け
た
「
良

き
」
．
教
区
民
が
司
牧
活
動
を
行
う
必
要
性
を
説
く
『
偽
の
教
師
に
つ
い
て
の
講
話
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

（
以
下
『
講
話
』
と
略
）
が
含
ま
れ
て
い
た
。
教
会
当
局
に
と
っ
て
危
険
き
わ
ま

り
な
い
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
は
、
彼
に
よ
れ
ば
「
異
端
」
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

一2一
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を
体
現
し
て
い
た
。
な
ぜ
な
ら
「
異
端
」
を
論
駁
し
た
ペ
ル
ミ
主
教
は
、
彼
ら
が

読
書
を
勧
め
て
い
た
こ
と
、
ま
た
聖
職
者
を
批
判
す
る
と
と
も
に
民
衆
か
ら
説
教

者
を
「
任
命
晒
し
た
こ
と
、
説
教
の
権
利
を
自
分
た
ち
の
も
の
に
し
よ
う
と
し
た

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
Q

　
ま
た
彼
は
同
時
に
、
一
四
世
紀
八
○
年
代
に
プ
ス
コ
フ
で
作
成
さ
れ
た
ノ
ヴ
ゴ

ロ
ド
・
ソ
フ
ィ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
＝
一
六
二
番
写
本
（
以
下
ソ
フ
ィ
ア
写
本
と

略
）
や
、
ま
た
そ
の
大
部
分
を
占
め
る
文
書
集
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
◎
三
富
息
藷
藷
』

に
注
目
し
た
。
　
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
に
含
ま
れ
る
諸
文
書
の
内
容
は
『
イ
ズ
マ

ラ
グ
ド
』
旧
版
の
そ
れ
と
同
様
、
読
書
の
推
奨
、
堕
落
し
た
聖
職
者
へ
の
批
判
で

あ
り
、
や
は
り
『
講
話
』
が
含
ま
れ
て
い
た
。

　
こ
こ
で
『
講
話
』
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
こ
う
。
こ
れ
は
、
前
述
の
『
イ
ズ
マ

ラ
グ
ド
』
の
中
で
は
、
単
独
で
第
七
一
章
を
構
成
し
て
い
た
が
、
　
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ

ミ
ヤ
』
で
は
、
別
の
二
つ
の
文
書
と
と
も
に
最
終
章
で
あ
る
第
六
二
章
に
配
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
章
に
は
『
聖
ア
ソ
ト
ニ
ヌ
ス
の
遺
訓
』
、
　
『
講
話
』
、
　
『
清
き
餓

悔
の
緒
言
』
が
こ
の
順
序
で
含
ま
れ
て
い
る
。

　
話
を
戻
そ
う
。
セ
ジ
ェ
：
リ
ニ
コ
フ
は
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
が
一
四
世
紀
末

の
プ
ス
コ
フ
に
浸
透
し
た
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
を
表
現
し
て
い
る
と
述
べ
る
に
至
っ
た
。

彼
は
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
が
「
異
端
の
書
物
」
で
あ
る
と
は
断
言
し
な
か
っ
た

も
の
の
、
　
「
異
端
」
の
要
素
が
こ
の
中
に
は
豊
富
に
表
現
さ
れ
て
い
る
と
し
、
そ

の
中
の
幾
つ
か
の
章
は
「
異
端
」
の
教
義
を
見
る
史
料
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
し

ハ
　
　

た
。　

『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
に
関
し
て
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
見
解
を
さ
ら
に
押

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
フ
ね

し
進
め
た
の
が
ポ
ポ
ー
フ
で
あ
る
。
彼
は
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
同
様
、
ル
ミ
ャ
ソ

ツ
ェ
フ
写
本
と
ト
ロ
イ
ツ
ェ
・
セ
ル
ギ
エ
フ
写
本
の
双
方
に
同
じ
『
イ
ズ
マ
ラ
グ

ド
』
旧
版
が
含
ま
れ
て
い
た
と
考
え
、
両
者
に
共
通
す
る
は
ず
の
『
イ
ズ
マ
ラ
グ

ド
』
旧
版
の
内
容
を
検
討
し
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
　
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
は
ノ

ヴ
ゴ
ロ
ド
の
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
の
聖
職
者
の
手
で
編
纂
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
第
一
に
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
で
は
「
至
福
な
る
ニ
フ
ォ
ソ
ト
の
規

剛
」
を
読
む
こ
と
が
勧
め
ら
れ
で
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
の
ニ
フ
ォ
ソ
ト
と
は
、

ポ
ポ
：
フ
に
よ
れ
ば
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
大
主
教
ニ
フ
ォ
ソ
ト
［
在
位
一
一
三
〇
一
一

～
五
六
］
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
第
二
に
「
聖
ソ
フ
ィ
ア
教
会
」
が
登
場
し
、

そ
れ
が
絶
対
的
権
威
を
も
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
っ
た
。
し
か
し
聖
職
者
に
対
す
る

厳
し
い
批
判
文
書
が
な
ぜ
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
の
な
か
に
含
ま
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
こ
の
理
由
は
、
ポ
ポ
！
フ
に
よ
れ
ば
、
　
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
が

作
成
さ
れ
た
環
境
の
な
か
に
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
は
聖

職
者
の
中
で
も
、
同
僚
の
腐
敗
に
対
し
戦
う
姿
勢
を
と
っ
た
グ
ル
ー
プ
内
で
作
成

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
グ
ル
ー
プ
こ
そ
が
輔
祭
カ
ル
プ
を
指
導
者
と
し
た
ス
ト

リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
に
ポ
ポ
ー
フ
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
と
「
異
端
」
を
は
じ
め
て

直
接
結
び
つ
け
、
　
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
内
の
「
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
的
要
素
」

を
見
つ
け
る
こ
と
に
終
始
す
る
。
そ
れ
ば
か
り
か
彼
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版

と
類
似
し
た
内
容
、
形
式
、
起
源
を
持
つ
文
書
集
『
金
の
鎖
ω
函
飴
吋
鎚
席
①
間
ぴ
』

を
検
討
し
、
こ
れ
も
「
異
端
」
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
と
し
た
。
彼
は
、
こ
の

文
書
の
な
か
に
ピ
ョ
ー
ト
ル
と
い
う
名
前
が
度
々
登
場
す
る
こ
と
に
注
目
し
、

「
異
端
」
が
ペ
ト
ル
ス
・
ヴ
ァ
ル
ド
～
を
指
導
者
と
し
た
ヴ
ァ
ル
ド
ー
派
の
流
れ

を
汲
む
と
い
う
途
方
も
な
い
結
論
を
導
き
出
し
た
。
後
の
研
究
者
は
『
金
の
鎖
』

一3一
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に
関
す
る
彼
の
論
考
を
、
そ
の
突
飛
さ
ゆ
え
に
ま
と
も
に
扱
う
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
が
堕
落
し
た
聖
職
者
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
は
明
ら

か
だ
が
、
そ
の
主
張
の
中
心
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
『
講
話
』
が
、
　
「
異
端
」

と
同
時
代
の
ル
ミ
ャ
ソ
ツ
ェ
フ
写
本
に
入
っ
て
い
た
と
い
う
証
拠
は
な
い
。
そ
れ

ゆ
え
後
の
研
究
者
が
こ
の
写
本
に
触
れ
る
こ
と
は
殆
ど
な
か
っ
た
。
フ
ェ
ド
ー
ト

フ
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
と
「
異
端
」
と
の
関
係
を
ほ
の
め
か
し
た
が
、
こ
れ
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

何
ら
論
拠
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
に
つ
い
て
の
セ

ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
論
考
も
疑
問
視
さ
れ
た
。
こ
の
「
批
判
文
書
集
」
の
内
容
と

「
異
端
の
書
物
」
を
結
び
つ
け
る
直
接
の
証
拠
が
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
例
え
ば
カ
ザ
コ
ー
ヴ
ァ
は
「
ポ
ポ
ー
フ
に
よ
っ
て
異
端
に
固
有
の
も
の
で
あ
る

と
さ
れ
た
観
念
は
、
正
教
会
の
教
義
と
矛
盾
す
る
も
の
で
は
な
い
し
、
信
仰
者
や

聖
職
者
の
道
徳
観
の
向
上
や
正
教
会
の
権
威
の
強
化
を
目
的
と
し
て
、
教
会
人
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

よ
っ
て
も
宣
伝
さ
れ
得
た
も
の
で
あ
る
」
と
考
え
た
。
す
な
わ
ち
『
イ
ズ
マ
ラ
グ

ド
』
旧
版
や
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
に
含
ま
れ
る
読
書
の
勧
め
、
堕
落
し
た
聖
職

者
に
対
す
る
批
判
は
、
正
教
会
の
側
か
ら
出
て
も
お
か
し
く
な
い
主
張
で
あ
り
、

従
っ
て
こ
れ
ら
の
主
張
を
根
拠
と
し
て
「
批
判
文
書
集
」
を
「
異
端
の
書
物
」
と

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
た
だ
し
彼
女
は
、
堕
落
し
た
聖
職

者
を
本
を
読
む
教
区
民
と
交
代
さ
せ
る
と
い
う
主
張
を
見
落
と
し
て
、
こ
う
し
た

意
見
を
述
べ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
批
判
は
十
分
な
説
得
力
を
持
た

な
い
。

　
「
批
判
文
書
集
」
と
「
異
端
の
書
物
」
と
の
直
接
の
関
係
の
否
定
を
、
ソ
フ
ィ

ア
写
本
の
内
容
全
体
の
系
譜
を
た
ど
る
こ
と
で
決
定
的
な
も
の
に
し
た
の
が
ク
リ

　
　
　
　
　
　
（
－
o
）

バ
ー
ノ
ブ
で
あ
る
。
彼
は
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
が
扱
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
写
本
内
の

『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
古
編
纂
本
（
一
二
七
四
～
一
三
一
二
年
の
間
に
作
成
）
の

テ
ク
ス
ト
と
、
以
前
ソ
コ
ロ
フ
に
よ
っ
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
こ
と
の
あ
る
『
ヴ
ラ

ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
新
編
纂
本
（
イ
ヴ
ァ
ン
・
カ
リ
タ
［
モ
ス
ク
ワ
大
公
、
在
位
一
三

二
五
一
四
一
］
時
代
に
作
成
）
の
テ
ク
ス
ト
を
綿
密
に
比
較
し
、
前
者
に
存
在
し

後
者
で
削
ら
れ
た
篇
章
の
検
討
を
行
っ
た
。
　
そ
の
結
果
、
彼
は
ソ
フ
ィ
ア
写
本

に
挿
入
さ
れ
た
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
古
編
纂
本
は
、
聖
職
者
や
修
道
制
、
教
会

に
対
す
る
批
判
が
↓
層
激
し
い
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
れ
ば

か
り
か
彼
は
、
ソ
フ
ィ
ア
写
本
の
内
容
全
体
が
既
に
一
四
世
紀
初
頭
に
は
成
立
し

て
い
た
と
考
え
た
。
ソ
フ
ィ
ア
写
本
の
諸
文
書
の
中
で
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
古

編
纂
本
の
主
張
と
そ
れ
以
外
の
諸
文
書
の
そ
れ
と
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
、
し
か

も
古
編
纂
本
の
成
立
時
代
、
つ
ま
り
一
一
一
七
四
～
一
三
＝
一
年
置
間
に
は
ソ
フ
ィ

ア
写
本
の
全
文
書
が
存
在
し
得
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
彼
は
『
講
話
』
こ
そ
が
↓

四
世
紀
初
頭
成
立
の
ソ
フ
ィ
ア
写
本
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
編
者
の
主
張
の
中
心
で
あ

り
、
編
者
の
主
張
は
『
講
話
』
に
集
約
さ
れ
て
い
る
と
考
え
、
つ
い
に
は
編
者
と

『
講
話
』
の
著
者
は
同
一
人
物
で
あ
る
と
主
張
す
る
に
至
っ
た
。
こ
の
主
張
は
現

在
も
な
お
定
説
的
見
解
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
彼
以
後
の
研
究
者
は
『
講
話
』

に
注
目
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
一
方
で
我
々
の
関
心
の
的
で
あ
る
「
異
端
」

と
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
や
『
講
話
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
彼
は
「
不
幸
に
も

我
々
は
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
の
文
学
遺
産
を
持
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
我
々

が
こ
の
運
動
の
文
化
的
な
意
味
を
し
か
る
べ
く
評
価
す
る
機
会
を
奪
い
取
っ
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ

る
」
と
述
べ
る
に
と
ど
ま
っ
た
。
だ
が
彼
の
主
張
を
考
慮
す
れ
ば
、
彼
が
『
講
話
』

と
「
異
端
」
と
の
関
係
を
否
定
的
に
見
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
『
講
話
』

も
含
め
た
こ
れ
ら
の
文
書
集
は
一
四
世
紀
前
半
の
「
改
革
運
動
」
の
理
念
を
反
映
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し
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
従
っ
て
早
く
見
積
も
っ
て
も
一
四
世
紀
中
頃
に
出
現
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

た
「
異
端
」
の
「
教
典
」
で
あ
る
は
ず
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
同
様
の
批
判
を
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
に
対
し
て
行
っ
た
の
は
ア
ド
リ
ア
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

ヴ
ァ
・
ぺ
ー
レ
ツ
で
あ
る
。
彼
女
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
の
典
拠
の
一
つ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　

さ
れ
て
い
る
一
〇
七
六
年
集
成
の
中
で
既
に
、
読
書
の
推
奨
が
現
れ
て
い
る
こ
と

に
注
目
し
た
。
そ
れ
ゆ
え
彼
女
は
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
と
「
異
端
」
と
を
、

読
書
の
推
奨
と
い
う
主
題
に
よ
っ
て
関
連
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え
た
。

ま
た
彼
女
は
、
教
会
権
力
に
対
し
十
分
に
敬
意
が
払
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
聖
職
者

が
い
な
い
場
合
に
の
み
教
区
民
が
教
え
る
こ
と
を
許
し
た
こ
と
を
『
講
話
』
の
な

　
　
　
　
　
　
　
ど

か
に
見
て
取
っ
た
。
と
こ
ろ
が
定
説
に
よ
れ
ば
、
　
「
異
端
」
は
全
聖
職
者
を
否
定

し
そ
れ
を
民
衆
の
教
師
と
入
れ
替
え
、
伝
統
的
キ
リ
ス
ト
教
信
仰
を
新
た
な
土
台

に
基
づ
い
て
再
建
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
従
っ
て
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
や

『
講
話
』
と
「
異
端
」
と
は
何
の
関
わ
り
も
持
つ
は
ず
が
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
こ
の
主
張
に
真
っ
向
か
ら
反
論
し
た
の
が
ル
イ
バ
コ
ー
フ
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ま

で
の
研
究
者
は
正
統
教
会
側
の
史
料
か
ら
抽
出
さ
れ
た
「
異
端
」
の
主
張
と
「
批

判
文
書
集
」
の
そ
れ
と
を
比
較
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
双
方
の
つ
な
が
り
は
否
定

さ
れ
た
の
で
あ
る
。
だ
が
彼
に
よ
れ
ば
「
異
端
」
は
痛
悔
や
聖
体
を
重
視
し
て
い

た
が
、
そ
れ
を
執
り
行
う
聖
職
者
が
無
学
で
あ
り
、
酒
に
お
ぼ
れ
、
堕
落
し
て
い

た
た
め
に
自
分
た
ち
で
直
接
、
神
に
呼
び
か
け
た
の
で
あ
っ
た
。
　
「
異
端
」
も

『
講
話
』
も
無
学
な
聖
職
者
を
よ
く
本
を
読
む
教
区
民
と
交
代
さ
せ
よ
う
と
し
て

い
た
。
従
っ
て
双
方
の
闘
に
は
主
題
的
共
通
点
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。

　
更
に
ル
イ
バ
コ
！
フ
は
次
の
こ
と
に
注
目
す
る
。
ペ
ル
ミ
主
教
は
「
異
端
の
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ゼ

物
」
に
つ
い
て
「
書
き
写
し
た
書
物
（
写
本
）
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
「
異
端
」
が
以
前
か
ら
存
在
し
た
何
ら
か
の
書
物
を
自
分
た
ち
の
教

え
の
規
範
と
し
た
こ
と
、
ま
た
「
異
端
」
自
身
が
執
筆
し
た
書
物
を
探
す
必
要
の

な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
『
講
話
』
は
「
異
端
」
が
執
筆
し
た
「
書
物
」
か
否

か
、
と
い
う
こ
れ
ま
で
の
研
究
者
の
議
論
か
ら
の
抜
け
道
を
彼
が
提
示
し
た
こ
と

は
評
価
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
「
異
端
の
書
物
」
に
関
し
て
、

『
講
話
』
の
成
立
年
代
と
「
異
端
」
出
現
の
時
代
と
の
比
較
は
意
味
を
失
っ
た
。

そ
れ
ゆ
え
彼
は
「
異
端
」
の
主
張
と
『
講
話
』
の
そ
れ
と
の
純
粋
な
比
較
検
討
を

行
い
、
そ
の
関
連
性
を
指
摘
し
得
た
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
以
上
の
よ
う
な
議
論
の
あ
り
方
に
関
し
て
筆
者
は
幾
つ
か
の
問
題
点
を

指
摘
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
た
だ
し
そ
の
前
に
断
っ
て
お
き
た
い
こ
と
が
あ
る
。

『
講
話
』
が
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧
版
や
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
の
理
念
的
中
心

で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
『
講
話
』
の
主
張
と

「
異
端
」
の
そ
れ
と
の
比
較
で
問
題
が
解
決
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
　
一
四
世
紀

八
○
年
代
に
プ
ス
コ
フ
で
書
き
写
さ
れ
、
　
「
異
端
の
書
物
」
で
は
な
い
か
と
さ
れ

て
い
る
の
は
ソ
フ
ィ
ア
写
本
の
内
容
全
体
で
あ
る
。
従
っ
て
本
来
は
写
本
全
体
が

「
異
端
教
義
」
と
の
比
較
の
対
象
と
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
し
か
し
写
本
全
体
の

公
刊
が
な
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
こ
の
批
判
に
沿
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
を
す
る
こ
と

は
筆
者
に
は
で
き
な
い
。
従
っ
て
本
稿
で
は
問
題
を
ソ
フ
ィ
ア
写
本
全
体
で
は
な

く
『
講
話
』
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
た
い
。
以
下
、
問
題
点
を
指
摘
し
ょ
う
。

　
第
一
に
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
、
ル
イ
バ
コ
！
フ
と
い
っ
た
研
究
者
は
「
異
端
」
と

『
講
話
』
の
主
張
の
比
較
を
行
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
そ
の
個
々
の
教
え
で
は
な

く
、
教
え
の
体
系
の
比
較
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
具
体
的
に
言
え
ば
、

聖
体
拝
領
、
弓
張
の
機
密
に
対
す
る
態
度
、
　
「
偽
の
教
師
」
を
「
真
の
教
師
」
と

一5一
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交
代
さ
せ
よ
う
と
す
る
主
張
、
と
い
う
個
々
の
点
だ
け
で
な
く
、
そ
れ
ら
の
相
互

の
連
関
も
比
較
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
従
っ
て
「
異
端
教
義
」
と
『
講
話
』
双
方
の

教
え
の
体
系
を
ま
ず
明
ら
か
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
ま
で
『
講
話
』
の
内
容

を
検
討
し
た
の
は
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
際
に
彼
は
『
講
話
』
の
主

張
の
個
別
の
点
を
検
討
し
た
が
、
そ
れ
ら
相
互
を
関
連
づ
け
る
こ
と
は
し
な
か
っ

た
。
彼
に
と
っ
て
は
関
連
づ
け
よ
り
も
、
　
『
講
話
』
が
持
つ
「
反
教
会
的
プ
ロ
テ

ス
ト
」
を
明
確
に
す
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
プ
ロ
テ
ス
ト
が
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー

全
体
を
否
定
し
た
こ
と
を
論
じ
る
こ
と
が
最
重
要
課
題
で
あ
っ
た
。
第
二
に
ル
イ

バ
コ
ー
フ
の
「
異
端
」
像
と
定
説
的
「
異
端
」
像
と
の
差
異
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、

「
異
端
」
教
義
の
再
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
こ
れ
を
行
っ
て
後
に
初
め
て

『
講
話
』
と
の
比
較
検
討
が
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
『
講
話
』
の
検
討

と
同
時
に
「
異
端
」
教
義
、
ひ
い
て
は
「
異
端
」
自
体
の
検
討
も
行
う
必
要
が
あ

る
。
た
だ
し
こ
の
点
は
極
め
て
大
き
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
は
じ
め
に
述
べ
た
よ

う
な
理
由
ゆ
え
に
本
稿
で
は
扱
わ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
別
の
機
会
に
触
れ
る

こ
と
に
す
る
。
最
初
の
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
　
『
講
話
』
の
内
容
そ
の
も
の
の
検

討
に
よ
っ
て
大
部
分
が
自
ず
か
ら
明
ら
か
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

　
幸
い
に
も
最
近
出
版
さ
れ
た
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
著
作
の
中
で
『
講
話
』
が
公
刊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

さ
れ
、
　
『
講
話
』
自
体
の
検
討
を
行
う
た
め
の
条
件
が
整
っ
た
。
本
稿
で
は
『
講

話
』
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
争
に
参
加
す
る
第
一
歩
と
し
て
そ
の
検
討
を
試
み
る
こ

と
と
す
る
。
本
稿
で
行
わ
れ
る
『
講
話
』
の
検
討
は
、
　
「
異
端
教
義
」
と
の
比
較

を
行
う
前
提
作
業
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

註
（
1
V
∩
①
加
①
論
『
寓
謡
興
。
二
面
員
・
6
調
①
油
げ
国
∩
向
や
調
『
o
飽
げ
醤
聖
王
①
6
因
。
邸
中
隅
国
藁
鵠
。
∩
吋
鼻

　
　
同
や
《
淘
罵
O
哺
遍
①
淘
p
⊃
函
唱
①
切
罵
①
一
団
∩
∩
閃
。
跡
島
罵
吋
①
噂
Ω
。
吋
団
脚
匿
（
嗣
O
員
咽
麺
γ
　
吋
．
回
』
こ

　
　
同
㊤
ω
軸
・
∩
．
ド
ト
Q
一
1
一
ω
①
●

（
2
）
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
と
は
エ
メ
ラ
ル
ド
の
意
。
古
代
ロ
シ
ア
で
は
文
書
集
に
花
や
石
の
名
前
を

　
　
つ
け
る
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
の
文
書
集
に
関
し
て
は
ぬ
課
。
。
α
詫
瞬
O
口
・
》
開
謬
認
器
塁
讐
。
幽

　
　
賦
∩
↓
O
切
翻
濁
油
墨
①
筍
6
餌
①
－
噂
《
O
O
課
隅
×
∩
軌
。
噂
躍
瞬
貿
O
鐸
　
O
謡
置
↓
翻
∩
∩
飼
①
島
O
尊
ロ
禽
。
躍
隅
論

　
　
窯
ω
竃
笛
欝
門
油
降
。
・
O
淘
①
∩
畠
．
H
o
。
ゆ
ω
．
が
詳
し
い
。

（
3
）
彼
は
こ
の
文
書
集
を
聖
職
者
批
判
の
目
的
で
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
た
が
、
フ
ェ

　
ド
ー
ト
フ
は
こ
れ
を
教
区
民
に
対
す
る
説
教
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。

　
剛
㎡
島
◎
δ
〈
O
．
◎
冥
こ
く
9
．
N
．
P
お
O
●

（
4
）
O
窯
農
墨
莫
畠
》
・
淘
∩
詣
①
寧
『
：
○
誌
ρ

（
5
）
『
講
話
』
は
一
九
世
紀
以
来
、
文
献
学
的
研
究
の
題
材
と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
た
。

　
　
呵
麟
×
o
謡
覧
占
師
ロ
。
口
口
説
．
0
6
島
。
瞭
コ
薗
隅
訓
。
団
還
の
謡
罰
着
　
謡
画
図
賢
帥
◎
o
昌
①
瓢
謡
『
隅
の
圃
囎
。
嶋
翻
切

　
　
ぬ
9
。
匿
調
①
輿
鵠
×
切
o
m
切
。
切
陰
。
留
罵
駄
瞬
。
凱
噂
ぬ
油
。
窃
コ
．
鵠
①
吋
。
調
圃
∩
瞬
囎
望
∩
6
紫
。
罫
出
還
哺
①
切
帥
吋
蜜
℃
び
回

　
　
圃
油
罵
①
切
罵
。
∩
吋
鍔
網
心
．
認
こ
困
Q
o
①
卜
○
　
O
買
①
ω
圃
⑳
㊤
目
∩
図
鵠
跡
罵
．
O
奪
け
①
鳥
①
躍
圃
凶
臨

　
　
ω
自
。
冨
①
醐
開
山
O
罵
島
。
鵠
O
圃
ω
切
①
∩
二
一
盟
×
鵠
認
①
隅
ω
罵
①
6
吋
寓
罵
零
丁
鐙
。
罵
頴
吋
国
隅
開
慶
。
解
6
α
o
買
國
隈
ズ

　
　
O
嶋
油
①
益
①
鵬
酒
田
　
噂
望
6
∩
因
O
『
O
ぬ
ω
暖
訳
鵬
　
隅
　
6
詞
O
自
9
①
∩
鵠
O
∩
吋
置
　
瞬
罵
盟
の
焔
食
。
吋
O
咽
6
開
O
翻

　
　
島
。
聚
薗
油
①
罵
國
隅
臨
島
⊃
団
袈
（
∩
O
咽
凶
○
）
．
縛
匿
．
O
罵
蝉
M
お
刈
二
丁
囲
緊
。
詞
『
∩
訳
鵠
跡
罫
駅
．

　
　
諸
薗
吋
①
鷲
鵠
薗
論
匿
淘
島
ぬ
罵
∩
吋
O
噂
醤
霞
油
噂
①
翻
頓
盟
の
囎
蜜
∩
O
x
O
詠
油
《
図
O
㊤
o
置
O
欝
留
隅
∩
げ
竃
①
罵
諸
O
∩
叫
罵
．

　
　
O
O
℃
諭
∩
●
ド
c
o
b
o
●
∩
園
艶
噌
6
0
刈
．
を
参
照
。

（
6
）
O
①
油
①
調
げ
声
調
緊
◎
◎
口
》
．
ド
O
陶
①
油
匿
：
．
○
同
ω
ω
・

（
7
）
罵
魯
畠
罵
盟
冒
翻
窯
ぬ
霞
葵
醗
譲
器
二
二
署
。
愚
琴
◎
謬
謡
翼
露
隙
ω
・
酔
メ

　
　
一
繧
O
●

（
8
）
閂
①
臨
0
8
＜
O
・
o
讐
こ
く
。
ご
ト
∂
．
噂
．
日
Q
。
O
・

（
9
）
駅
器
偉
。
器
器
罫
画
こ
謡
醤
ぴ
①
鴻
6
・
》
零
愚
8
濤
蓼
鑓
ρ
：
○
障
G

（
1
0
）
駅
壽
欝
認
。
切
》
・
罫
”
①
砂
。
唱
器
鰐
臨
露
澤
四
の
．
：
○
罠
1
ω
恥
．

（
1
1
）
緊
詫
獣
霊
畠
》
罫
”
の
魯
。
讐
島
。
量
。
鵠
謹
ρ
：
○
ω
。
。
8

（
1
2
）
ル
イ
バ
コ
：
フ
は
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
が
『
講
話
』
と
「
異
端
の
書
物
」
と
の
関
係
を
否
定

　
し
た
理
由
を
推
測
し
て
い
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
　
『
講
話
』
で
は
正
教
会
の
機
密
で
あ
る
痛
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悔
と
聖
体
は
教
区
民
に
と
っ
て
必
須
の
も
の
と
さ
れ
て
い
る
に
も
拘
わ
ら
ず
、
　
「
異
端
」
は

　
痛
悔
や
聖
体
を
否
定
し
て
い
た
。
更
に
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
や
『
講
話
』
内
の
他
の
文
書

　
は
「
異
端
」
の
儀
式
で
あ
る
「
大
地
へ
の
繊
悔
」
に
全
く
触
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
理
由

　
も
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
を
し
て
『
講
話
』
と
「
異
端
の
書
物
」
と
の
関
係
を
否
定
せ
し
め
た
と
、

　
ル
イ
バ
コ
ー
フ
は
述
べ
て
い
る
。
咽
瓢
軌
蝕
図
o
0
5
騨
》
．
6
吋
胃
翻
『
o
鼠
ぴ
罵
閣
深
江
○
頴
Q
。
1
誘
O
・

（
1
3
）
》
島
噂
調
臣
。
置
。
筍
ご
薗
－
罰
①
噂
の
吋
駕
b
σ
．
調
・
駅
切
。
圃
唱
0
6
団
。
開
囎
団
『
の
鵡
吋
①
置
隅
ぬ
函
噂
の
切
盟
①
一

　
噸
団
O
o
駅
。
『
o
臣
隅
6
帥
吋
m
謡
詮
．
噌
O
員
咽
』
．
網
卜
O
o
o
．
説
こ
同
Φ
刈
蒔
．

（
1
4
）
キ
エ
フ
大
公
ス
ヴ
ャ
ト
ス
ラ
フ
［
在
位
一
〇
七
三
一
七
六
］
の
時
代
に
作
成
さ
れ
た
文
書

　
集
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
の
理
想
的
な
生
き
方
を
説
く
文
書
を
数
多
く
集
め
た
も
の
。

（
1
5
）
》
油
や
置
蝕
躍
。
切
薗
－
訓
①
℃
の
↓
燭
ご
σ
・
臣
課
◎
翻
。
調
唱
0
6
響
：
O
o
。
ゐ
．

（
1
6
）
”
鼠
軌
飾
課
。
留
α
切
．
》
．
O
↓
賢
翻
門
。
高
ぴ
調
醤
緊
翠
声
”
お
Φ
ω
・

（
1
7
）
”
置
切
●
哺
．
①
．
ρ
N
置
　
駅
降
。
ω
帥
図
。
切
β
。
誕
●
鋭
　
罵
踊
蜜
唱
『
の
諭
．
ρ
》
置
吋
隅
－

　
曹
の
。
油
Ω
。
扇
ぴ
鵠
盟
ρ
：
O
．
b
o
ω
Q
o
の

（
1
8
）
訳
島
隈
軌
帥
謡
。
岡
》
．
隅
翔
《
×
o
切
鵠
ρ
。
ぬ
深
《
淘
げ
嶋
蜜
”
島
畠
。
”
①
淘
躍
①
尊
う
①
緊
。
切
o
七
二
団
∩
翠
審
℃

　
　
一
⑩
⑩
①
。
　
O
匿
ω
O
H
一
ω
O
Φ
．

二
　
『
講
話
睡
の
概
饗

　
『
講
話
』
の
内
容
に
触
れ
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
概
要
に
つ
い
て
見
て
み
よ
う
。

『
講
話
』
の
正
確
な
題
は
『
我
々
の
聖
な
る
父
で
あ
り
、
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ソ
の
町

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
へ

［
コ
ン
ス
タ
ン
チ
ノ
ー
ブ
ル
ー
筆
者
注
］
の
大
主
教
で
あ
る
金
ロ
ヨ
ア
ソ
に
よ

る
偽
の
教
師
に
つ
い
て
の
講
話
∩
陶
。
頃
印
。
自
調
吋
O
冊
O
o
㊥
罵
餌
國
m
匿
①
門
O
瞠
O
鰻
帥

ω
島
轟
。
嶋
O
《
凸
哺
。
『
o
髄
噂
図
鵠
①
圖
鵠
。
因
。
調
降
。
駅
0
6
与
論
二
季
鵠
霊
島
『
由
仁
舜
画
。
函
震
ピ
コ
げ
課

団
譲
吋
①
島
の
鵡
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
後
述
す
る
よ
う
に
『
講
話
』
は
ヨ
ア
ソ
ネ
ス

が
実
際
に
書
い
た
も
の
で
は
な
い
。
彼
の
名
は
、
文
書
自
体
の
権
威
づ
け
を
目
的

と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
現
存
す
る
『
講
話
』
の
写
本
は
四
つ
存
在

し
て
い
る
。
第
一
に
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
や
ポ
ポ
ー
フ
が
扱
っ
た
ト
ロ
イ
ツ
ェ
・

セ
ル
ギ
エ
フ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ソ
ニ
〇
四
番
写
本
で
あ
り
、
　
一
六
世
紀
の
ガ
ー
リ
チ

で
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
　
『
講
話
』
は
こ
の
写
本
内
の
『
イ
ズ
マ
ラ
グ
ド
』
旧

版
第
七
一
章
と
し
て
入
っ
て
い
る
。
第
二
に
ス
レ
ズ
ネ
フ
ス
キ
ー
が
文
献
学
的
研

究
の
際
に
使
用
し
、
一
部
が
公
刊
さ
れ
た
キ
リ
ロ
・
ベ
ロ
：
ゼ
ロ
・
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
四
／
一
〇
八
一
番
写
本
で
あ
り
、
一
四
世
紀
末
に
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
は
俗
に
パ
イ
：
シ
ー
文
集
ど
呼
ば
れ
て
い
る
。
第
三
に
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
が
ト

リ
フ
ォ
ノ
ブ
集
成
と
呼
ん
だ
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ソ
フ
ィ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
二
六

二
番
写
本
（
ソ
フ
ィ
ア
写
本
）
が
あ
る
。
　
一
四
世
紀
末
の
プ
ス
コ
フ
地
方
の
も
の

で
あ
り
、
　
『
講
話
』
は
こ
の
写
本
内
の
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
の
最
終
章
と
し
て

登
場
す
る
。
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
写
本
作
成
年
代
を
一
三
八
○
年
代
で
あ
る
と

　
　
　
　
　
へ

し
て
い
る
。
最
後
に
一
五
世
紀
末
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ソ
フ
ィ
ア
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

一
二
八
五
番
写
本
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
四
つ
の
写
本
の
『
講
話
』
の
テ
ク

ス
ト
は
完
全
に
同
じ
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
大
き
な
問
題
で
は
な
い
。
　
『
講

話
』
自
体
の
検
討
と
は
言
っ
て
も
、
我
々
の
興
味
関
心
は
一
四
世
紀
末
の
「
異
端

の
書
物
」
と
そ
れ
と
の
関
連
で
あ
る
。
従
っ
て
研
究
史
上
問
題
と
さ
れ
て
い
る
ソ

フ
ィ
ア
写
本
内
の
『
講
話
』
の
テ
ク
ス
ト
を
使
用
し
て
、
こ
れ
を
見
る
こ
と
に
す

　
ヨ
　る
。
な
お
こ
の
写
本
や
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
の
起
源
や
、
そ
れ
ら
の
文
献
学
的

情
報
に
つ
い
て
は
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
見
解
が
今
に
至
る
ま
で
定
説
と
な
っ
て
い

る
。
筆
者
は
そ
れ
に
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　
彼
に
よ
れ
ば
、
こ
の
写
本
自
体
は
二
巻
＝
二
〇
葉
か
ら
成
っ
て
い
て
、
う
ち
一

巻
は
羊
皮
紙
、
一
巻
は
紙
に
書
か
れ
て
い
て
、
一
部
（
第
三
四
葉
裏
と
第
六
一
葉

裏
）
を
除
き
一
人
の
手
に
よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
そ
の
言
語
は
明
ら
か
に
プ
ス

コ
フ
地
方
の
も
の
で
あ
る
。
写
本
に
書
か
れ
て
い
る
メ
モ
に
よ
れ
ば
、
ノ
ヴ
ゴ
ロ
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ド
の
ヴ
ィ
ド
ゴ
シ
チ
ソ
ス
キ
！
修
道
院
の
院
長
ト
リ
フ
ォ
ン
が
あ
る
時
期
に
こ
の

写
本
を
所
持
し
て
い
た
。
そ
の
中
の
諸
文
書
に
つ
い
て
言
え
ば
、
第
六
一
葉
か
ら

第
一
一
〇
葉
ま
で
が
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
で
あ
り
、
そ
の
前
後
に
は
大
バ
シ
レ

イ
オ
ス
や
書
契
ヨ
ア
ソ
ネ
ス
と
い
っ
た
教
父
た
ち
の
名
前
を
冠
し
た
説
教
が
数
多

く
挿
入
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
以
外
に
は
ペ
チ
ェ
ル
ス
キ
ー
修
道
院
長
フ
ェ
オ
ド
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
　

シ
ー
や
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
主
教
ル
カ
・
ジ
ジ
ャ
タ
の
説
教
な
ど
が
入
っ
て
い
る
。

　
『
講
話
』
は
ソ
フ
ィ
ア
写
本
内
の
第
一
〇
六
葉
か
ら
第
一
〇
八
葉
の
裏
に
わ
た
っ

て
い
る
。

　
『
講
話
』
と
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
の
関
係
を
も
う
少
し
詳
し
く
見
て
み
ょ
う
。

先
に
述
べ
た
よ
う
に
『
講
話
』
は
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
古
編
纂
本
第
六
二
章
と

し
て
一
二
七
四
～
＝
二
一
二
年
の
間
に
作
成
さ
れ
た
と
さ
れ
る
。
こ
の
編
纂
本
の

『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
は
聖
職
者
の
堕
落
を
批
判
し
た
文
書
を
数
多
く
含
ん
で
い

る
。
後
に
イ
ヴ
ァ
ソ
・
カ
リ
タ
の
時
代
に
な
る
と
、
こ
の
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』

か
ら
堕
落
し
た
聖
職
者
を
批
判
す
る
文
書
が
削
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
が

『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
新
編
纂
本
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
講
話
』
も
、
い
や
、
そ

れ
ば
か
り
か
第
六
二
章
全
体
が
削
除
さ
れ
た
。
第
六
二
章
は
そ
の
表
題
だ
け
を
残

し
て
消
え
る
こ
と
と
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
一
四
世
紀
末
に
再
び
聖
職
者
の
堕
落
に

対
し
て
批
判
が
加
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、
　
『
講
話
』
を
含
ん
だ
古
編
纂
本
の

『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
が
再
び
書
き
写
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
三
八
○
年
代

に
プ
ス
コ
フ
で
書
き
写
さ
れ
た
ソ
フ
ィ
ア
写
本
も
そ
の
一
つ
で
あ
っ
た
。

　
『
講
話
』
自
体
の
起
源
に
つ
い
て
言
え
ば
、
ア
ル
ハ
ソ
ゲ
リ
ス
キ
ー
の
見
解
が

　
　
　
　
　
　
　
　
ら
　

定
説
と
な
っ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
文
書
集
『
金
の
流
れ
ω
淘
鷲
。
舞
留
蜜
論
』

に
挿
入
さ
れ
て
い
る
『
偽
の
預
言
者
に
つ
い
て
の
講
話
』
が
『
講
話
』
の
基
礎
で

あ
っ
た
。
　
『
偽
の
預
言
者
に
つ
い
て
の
講
話
』
の
内
容
は
異
教
の
祭
司
を
批
判
す

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
を
『
講
話
』
の
著
者
は
堕
落
し
た
聖
職
者
を
批
判
す

る
文
書
に
改
変
し
、
簡
素
化
し
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
『
偽
の
預
言
者
に
つ
い
て

の
講
話
』
を
土
台
と
し
て
、
一
三
世
紀
末
の
ヴ
ラ
ジ
ー
ミ
ル
教
会
会
議
（
一
二
七

四
）
の
後
に
作
ら
れ
た
の
が
『
講
話
』
で
あ
っ
た
。

　
本
来
『
講
話
』
が
想
定
し
て
い
た
読
者
は
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
に
よ
れ
ば
、
教
区

民
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
ソ
フ
ィ
ア
写
本
全
体
が
教
区
民
に
向
け
ら
れ
た
も

　
　
　
　
ハ
　
　

の
で
あ
っ
た
。
　
『
講
話
』
や
そ
の
他
の
聖
職
者
に
対
す
る
批
判
文
書
の
多
く
は
、

彼
ら
に
対
す
る
呼
び
か
け
を
伴
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

註

（
1
）
金
ロ
ヨ
ア
ソ
と
は
、
四
世
紀
の
ビ
ザ
ソ
ツ
の
教
父
ヨ
ア
ソ
ネ
ス
。
ク
リ
ュ
ソ
ス
ト
モ
ス
の

　
　
こ
と
。

（
2
）
O
蕉
の
謬
霞
雲
切
｝
淘
O
謡
①
建
：
●
○
冨
N
冒

（
3
）
最
近
、
ト
ロ
イ
ツ
ェ
・
セ
ル
ギ
エ
フ
写
本
以
外
の
三
つ
の
写
本
の
関
係
を
、
　
『
聖
グ
レ
ゴ

　
　
リ
ウ
ス
講
話
』
を
通
じ
て
三
浦
清
美
氏
が
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
ソ
フ
ィ
ア
写
本
に
つ
い
て

　
　
言
え
ば
、
こ
れ
は
『
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
講
話
』
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
・
ヴ
ァ
リ
ア
ソ
ト
、
プ
ス
コ

　
　
フ
・
ヴ
ァ
リ
ア
ソ
ト
の
成
立
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
三
浦
清
美

　
　
「
『
聖
グ
レ
ゴ
リ
オ
ス
』
伝
承
史
の
テ
ク
ス
ト
学
的
研
究
（
前
編
…
）
」
　
『
ス
ラ
ヴ
研
究
』
四

　
　
四
号
、
一
九
九
六
年
、
三
七
－
六
四
ペ
ー
ジ
。
　
「
同
（
後
編
）
」
　
『
電
気
通
信
大
学
紀
要
』

　
　
九
巻
二
号
、
　
一
九
九
六
年
、
七
一
一
八
八
ぺ
！
ジ
。

（
4
＞
駅
蔑
欝
臨
畠
陣
二
物
島
魯
翼
鋤
欝
。
鑑
駿
ρ
：
6
冒
困
ω
山
《
卜
。
。
Q
・

（
5
）
》
翼
窟
。
署
の
詫
與
臨
》
○
明
。
切
愚
藷
藷
。
鑓
島
需
翼
窯
㎝
油
噂
畠
器
塁
6
黛
憲

　
　
蚤
。
『
驚
塁
。
霧
隅
緊
舜
・
ω
竈
μ
同
。
。
8
．
こ
の
著
作
を
筆
者
は
参
照
で
き
な
か
っ
た
。
従
っ

　
　
て
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
フ
ェ
ド
ー
ト
フ
、
ク
リ
バ
：
ノ
ブ
の
研
究
に
よ
っ
た
。

　
謬
伽
0
8
く
O
尋
。
営
こ
く
。
ド
P
切
騨
同
ω
〔
Y
お
b
o
．
図
趣
瞬
軌
爲
。
隅
。
ロ
印
餅
隅
圃
①
魯
。
噂
髭
帥
－

　
　
島
翻
O
餌
謡
罵
①
幽
：
　
○
目
ω
1
戸
内
海
．

（
6
）
図
詫
軌
慧
。
。
目
艶
罫
圃
①
曾
囎
冨
鍾
・
欝
。
慧
器
：
．
○
ω
ピ
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ストリゴーリニキの「書物」をめぐる最近の論争（宮野　裕）

三
　
『
講
話
』
の
検
討

　
で
は
『
講
話
』
の
内
容
を
検
討
し
よ
う
。
そ
の
著
者
の
第
一
の
主
張
は
、
書
物

と
そ
れ
を
読
む
こ
と
の
重
要
性
で
あ
る
。
著
者
は
述
べ
て
い
る
。
　
「
主
は
言
わ
れ

た
。
　
『
私
を
愛
す
る
者
は
昼
夜
に
わ
た
っ
て
私
の
法
、
つ
ま
り
書
物
を
学
ぶ
の
で

す
』
と
」
　
（
一
〇
六
n
以
下
ソ
フ
ィ
ア
写
本
の
ペ
ー
ジ
を
示
す
］
）
。
　
「
書
物
の

中
に
は
、
子
の
宝
と
父
の
賢
さ
が
あ
る
」
　
（
一
〇
七
）
。
　
「
兄
弟
よ
、
主
キ
リ
ス

ト
、
我
々
の
神
が
、
ど
の
よ
う
に
悪
し
き
者
を
暴
き
、
良
き
者
を
守
り
、
憐
れ
み
、

あ
ら
ゆ
る
糧
に
よ
っ
て
肉
体
を
救
い
、
書
物
の
教
え
に
よ
っ
て
魂
を
養
っ
た
の
か

を
見
ま
し
た
か
」
　
（
一
〇
八
）
。

　
で
は
な
ぜ
書
物
を
学
ぶ
の
か
。
そ
れ
は
著
者
に
よ
れ
ば
、
書
物
が
聖
霊
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ユ
　

て
創
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
書
物
は
「
聖
霊
の
教
え
」
　
（
一
〇
八
）
で
あ
っ
た
。

そ
れ
を
学
ぶ
こ
と
で
人
々
は
「
来
る
べ
き
時
代
の
恐
ろ
し
い
本
の
こ
と
を
忘
れ
な

い
」
　
（
一
〇
六
）
の
で
あ
る
。
　
「
恐
ろ
し
い
本
」
と
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
、
最
後

の
審
判
の
際
に
開
か
れ
る
本
で
あ
る
。
従
っ
て
書
物
を
読
ん
だ
者
は
清
廉
な
生
活

を
意
識
し
、
そ
の
こ
と
で
「
救
済
の
道
、
永
遠
の
命
へ
の
道
を
見
つ
け
る
」
　
（
】

〇
七
）
の
で
あ
っ
た
。
以
下
述
べ
て
い
く
よ
う
に
、
こ
う
し
た
書
物
に
対
す
る
尊

敬
と
読
書
の
勧
め
が
土
台
と
な
っ
て
、
　
『
講
話
』
の
様
々
な
主
張
が
派
生
し
て
い

る
の
で
あ
る
Q

　
と
こ
ろ
で
『
講
話
』
に
お
け
る
書
物
と
は
「
預
言
者
、
使
徒
、
聖
人
の
著
作
」

二
〇
八
）
で
あ
っ
た
。
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
は
な
ぜ
か
書
物
を
「
聖
書
」
の
こ
と
で

あ
る
と
限
定
し
て
い
る
が
、
　
『
講
話
』
の
な
か
で
上
記
の
よ
う
に
明
確
に
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

い
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
そ
う
し
た
意
見
は
認
め
ら
れ
な
い
。
　
『
講
話
』
の
著

者
は
具
体
的
に
言
う
。
　
「
ま
さ
に
こ
の
道
［
救
済
の
道
一
筆
者
注
］
は
、
教
父

の
教
え
や
清
き
臓
悔
の
緒
言
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
」
　
（
一
〇
七
）
。
教
父
の
教
え
、

つ
ま
り
教
父
の
名
を
冠
し
た
著
作
は
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
や
、
ソ
フ
ィ
ア
写
本

の
な
か
に
数
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
　
『
清
き
上
庄
の
緒
言
』
は
先
に
述
べ
た
よ
う

に
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
古
編
纂
本
牧
六
二
章
の
脳
弟
三
の
文
書
、
つ
ま
り
『
講
話
』

の
直
後
に
配
置
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
っ
た
。
モ
ン
ゴ
ル
襲
来
以
前
の
時
代
に
反

異
教
文
学
と
し
て
成
立
し
た
『
清
き
戯
悔
の
緒
言
』
は
、
社
会
の
悪
と
し
て
の

「
〔
富
の
一
筆
薬
注
］
不
正
な
収
集
」
を
批
判
し
、
ま
た
「
永
遠
の
命
」
に
つ

い
て
多
く
を
語
っ
て
い
た
。
従
っ
て
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
述
べ
て
い
る
よ
う
に
『
講

話
』
と
『
ヴ
ラ
ス
フ
ィ
ミ
ヤ
』
内
の
諸
文
書
と
の
間
に
は
密
接
な
つ
な
が
り
が
存

在
し
て
い
た
こ
と
、
　
「
『
講
話
』
の
著
者
は
、
自
分
の
こ
と
を
こ
の
著
作
［
清
き

餓
悔
の
緒
言
－
筆
者
注
］
の
遺
訓
の
継
承
者
、
ま
た
こ
の
著
作
の
理
念
の
継
承

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヨ
　

者
と
考
え
て
い
た
」
こ
と
に
は
同
意
で
き
る
。
　
＝
カ
で
『
講
話
』
の
著
者
は
「
聖

な
る
書
物
の
中
に
存
在
し
な
い
あ
ら
ゆ
る
も
の
は
神
の
敵
で
あ
る
」
　
（
一
〇
七
戸
）

と
述
べ
て
い
る
。

　
し
か
し
書
物
を
単
に
読
め
ば
よ
い
と
言
う
わ
け
で
は
な
い
。
著
者
は
「
万
人
の

前
で
」
　
「
声
を
あ
げ
て
」
　
（
一
〇
六
）
読
む
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
こ
の
主
張
は

更
に
イ
ザ
ヤ
ら
の
預
言
者
、
そ
し
て
最
後
に
は
キ
リ
ス
ト
自
身
の
言
葉
で
根
拠
づ

け
ら
れ
て
い
．
る
。
例
え
ば
イ
ザ
ヤ
は
「
力
を
込
め
て
叫
び
な
さ
い
。
声
を
惜
し
ん

で
は
な
ら
な
い
。
説
教
を
し
な
さ
い
。
そ
し
て
教
え
な
さ
い
。
ラ
ッ
パ
が
そ
の
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
る
ワ

を
大
き
く
す
る
よ
う
に
」
　
（
一
〇
六
）
と
述
べ
た
。
ル
イ
バ
コ
ー
フ
は
こ
の
主
張

が
ま
さ
に
「
異
端
」
の
そ
れ
と
一
致
し
て
い
る
と
し
た
。
な
ぜ
な
ら
ペ
ル
ミ
主
教

は
、
　
「
異
端
」
が
町
の
街
路
や
広
場
に
お
い
て
「
書
物
の
言
葉
を
人
の
前
に
明
ら

一9一
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ロ
　
　

か
に
し
た
」
こ
と
を
批
判
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
が
正
し
く
述

べ
た
よ
う
に
、
　
『
講
話
』
の
著
者
は
、
教
会
だ
け
が
正
し
い
教
え
を
所
持
し
て
い

る
こ
と
を
否
定
し
「
あ
ら
ゆ
る
場
所
に
キ
リ
ス
ト
が
い
る
」
　
（
一
〇
六
）
こ
と
を

　
　
　
　
　
　

強
調
す
る
。
こ
の
点
に
だ
け
関
し
て
言
う
な
ら
ば
、
ル
イ
バ
コ
ー
フ
の
推
論
は
妥

当
で
あ
る
よ
う
に
思
え
る
Q

　
で
は
誰
が
説
教
を
行
い
得
た
の
か
。
つ
ま
り
説
教
を
行
う
権
利
を
誰
が
持
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ァ
　

い
た
の
か
。
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
あ
ら
ゆ
る
人
で
あ
っ
た
。

ク
リ
バ
：
ノ
ブ
は
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
と
同
様
に
考
え
た
が
、
更
に
一
歩
そ
れ
を

押
し
進
め
た
。
彼
に
よ
れ
ば
、
著
者
は
「
民
主
的
原
理
」
に
基
づ
い
て
万
人
に
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
お
　

教
の
権
利
が
付
与
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
て
い
た
。
だ
が
『
講
話
』
の
著
者
の
考
え

は
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
の
意
見
と
は
い
さ
さ
か
違
っ
て
い
る
。
著
者
は
一
つ
の
説
話

を
持
ち
出
し
て
い
る
。
教
え
る
権
利
を
持
た
な
か
っ
た
エ
ル
ダ
デ
と
メ
ダ
デ
が
宿

営
で
人
々
に
神
の
言
葉
を
述
べ
伝
え
て
い
た
。
彼
ら
の
こ
と
を
ヌ
ソ
の
子
ヨ
シ
ュ

．
ア
が
モ
：
セ
に
知
ら
せ
た
。
モ
：
セ
は
答
え
た
。
　
「
霊
は
、
全
て
の
人
が
預
言
す

る
こ
と
を
認
め
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
時
、
彼
ら
二
人
に
も
霊
が
与
え
ら
れ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
レ

で
あ
る
」
　
（
一
〇
六
－
一
〇
六
裏
）
と
。
　
一
見
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
の
意
見
は
正

し
い
よ
う
に
見
え
る
。
だ
が
こ
こ
で
重
要
な
の
は
「
霊
」
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
教
え
る
権
利
を
望
む
人
々
に
「
霊
」
が
く
だ
る
と
す
る
モ
：
セ

の
言
葉
は
特
徴
的
で
あ
る
。
単
に
誰
も
が
教
え
て
も
良
い
の
で
は
な
く
、
　
「
霊
」

を
持
つ
こ
と
で
は
じ
め
て
教
え
る
権
利
が
認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
説
話
を

含
む
民
簿
記
の
な
か
で
も
万
人
が
教
え
る
こ
と
は
認
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
神
が

　
「
霊
」
を
与
え
た
者
だ
け
が
預
言
を
許
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
『
講
話
』
の
著

者
は
、
何
人
も
潜
在
的
に
は
教
え
る
権
利
を
持
つ
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
　
「
霊
」

を
授
か
っ
た
者
の
み
が
実
際
に
教
え
る
権
利
を
持
つ
と
考
え
て
い
た
。
そ
の
他
の

点
は
問
題
と
な
っ
て
い
な
い
。
教
会
人
で
あ
っ
て
も
な
く
て
も
、
　
「
霊
」
を
授
か

る
こ
と
、
つ
ま
り
「
真
の
聖
職
者
」
と
な
る
こ
と
で
は
じ
め
て
教
え
る
権
利
を
得

る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
っ
た
。

　
さ
て
「
真
の
聖
職
者
」
の
理
想
型
に
つ
い
て
記
し
た
後
、
著
者
は
教
区
聖
職
者

の
現
状
に
言
及
す
る
。
彼
は
「
多
く
の
司
牧
者
は
、
家
畜
の
番
を
す
る
た
め
に
、

召
使
い
を
雇
う
。
そ
し
て
彼
ら
自
身
は
酒
を
飲
み
寝
て
い
る
の
で
あ
る
」
　
（
一
〇

六
裏
）
と
述
べ
る
。
大
多
数
の
聖
職
者
は
「
富
ん
だ
財
産
で
満
た
さ
れ
、
　
［
人
々

を
1
筆
者
注
］
惑
わ
し
て
い
る
」
　
（
一
〇
七
）
。
現
世
に
お
け
る
救
済
者
た
る

聖
職
者
は
怠
惰
に
耽
り
、
　
「
既
に
自
分
で
教
え
る
こ
と
は
な
く
、
彼
ら
［
教
区
民

－
筆
者
注
］
に
命
じ
る
こ
と
も
な
い
」
　
（
一
〇
七
）
の
で
あ
っ
た
。
だ
が
最
も

誉
れ
・
謹
書
物
を
読
ま
な
い
・
と
で
あ
・
董
葉
の
昆
は
書
物
＋

の
誹
諺
者
が
い
る
。
彼
ら
は
自
ら
の
欲
望
に
従
っ
て
進
む
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
多

く
の
人
々
を
破
滅
に
導
く
偽
の
教
師
で
あ
る
。
多
く
の
人
々
は
、
無
益
で
歪
曲
し

た
彼
ら
の
脆
弱
な
教
え
に
従
う
で
あ
ろ
う
」
　
（
一
〇
心
裏
）
と
べ
テ
ロ
が
述
べ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
（
」
－
o
）

こ
と
を
著
者
は
強
調
す
る
。
更
に
強
い
調
子
で
次
の
よ
う
に
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「
よ
く
学
ば
ず
、
書
物
に
よ
っ
て
英
知
を
確
実
な
も
の
と
し
て
い
な
い
盲
目
の
教

師
よ
、
あ
な
た
た
ち
に
災
い
あ
れ
。
あ
な
た
た
ち
は
書
物
で
は
な
く
祭
服
を
好
み
、

神
の
言
葉
を
捨
て
、
食
欲
に
仕
え
て
い
て
、
そ
の
神
は
食
欲
で
あ
る
」
　
（
一
〇
七

裏
）
。
こ
こ
で
も
、
聖
職
者
の
堕
落
を
述
べ
る
際
に
は
「
神
の
言
葉
」
た
る
書
物

と
の
関
係
が
ま
ず
念
頭
に
お
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
彼
ら
の
堕
落
は
「
書
物
の

軽
視
に
よ
る
こ
と
は
明
ら
か
」
　
二
〇
七
）
で
あ
っ
た
。

　
こ
う
し
た
「
偽
の
教
師
」
に
よ
り
細
塵
さ
れ
る
教
区
民
は
、
も
ち
ろ
ん
危
機
的
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状
態
に
陥
っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
ル
イ
バ
コ
ー
フ
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
彼
ら
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
け
　

「
偽
の
教
師
」
を
介
し
た
神
と
の
繋
が
り
に
疑
問
を
感
じ
て
い
た
。
　
「
偽
の
教
師
」

は
読
書
を
せ
ず
、
そ
の
教
え
は
「
単
純
な
教
え
」
　
（
一
〇
六
器
）
で
あ
り
、
そ
の

教
え
を
聞
く
者
は
「
天
に
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
」
の
で
あ
る
。
　
「
彼
ら
は
人
々

が
入
ら
な
い
よ
う
に
天
国
を
閉
じ
、
ま
た
自
分
た
ち
が
入
ら
な
い
だ
け
で
な
く
入

る
こ
と
を
望
む
人
々
に
も
入
ら
せ
な
い
」
　
（
一
〇
六
裏
）
の
で
あ
っ
た
。

　
書
物
を
理
解
し
な
い
こ
の
「
偽
の
教
師
」
に
対
し
、
著
者
の
態
度
は
厳
し
い
。

「
聖
職
者
の
階
位
を
持
っ
て
い
て
も
、
こ
の
道
に
沿
っ
て
進
ま
な
い
の
な
ら
」

「
彼
か
ら
聖
性
は
奪
わ
れ
る
。
そ
し
て
教
え
や
清
き
繊
悔
の
緒
言
を
、
聞
く
だ
け

で
な
く
行
動
に
よ
っ
て
も
受
け
入
れ
る
よ
う
な
者
に
聖
性
が
与
え
ら
れ
る
」
　
（
↓

〇
七
一
一
〇
七
裏
）
。
一
方
で
書
物
を
受
け
入
れ
る
者
に
徳
性
つ
ま
り
「
霊
」
が

与
え
ら
れ
る
こ
と
、
他
方
書
物
を
読
ま
ず
「
霊
」
を
持
た
な
い
者
か
ら
は
教
え
る

権
利
は
剥
奪
さ
れ
る
こ
と
、
が
主
張
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
こ
の
「
偽
の
教
師
」
に
ど
の
よ
う
に
対
応
す
べ
き
で
あ
る
の
か
。
　
「
も
し
町
に

軍
隊
が
向
か
っ
て
き
た
な
ら
、
　
『
町
へ
逃
げ
な
さ
い
。
人
々
よ
、
敵
が
あ
な
た
方

に
迫
っ
て
い
ま
す
』
と
叫
び
な
さ
い
。
こ
れ
を
聞
い
た
知
識
あ
る
人
々
は
、
危
機

を
回
避
す
る
た
め
に
町
に
入
る
で
し
ょ
う
」
　
（
一
〇
六
裏
⊥
〇
七
）
。
こ
の

「
軍
隊
」
、
つ
ま
り
「
危
機
」
の
具
体
的
内
容
は
、
　
「
悪
を
教
え
る
よ
う
な
聖
職

者
・
教
師
を
連
れ
て
く
る
」
　
（
一
〇
七
）
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
著
者
は
今
日

「
偽
の
教
師
」
が
増
え
て
い
て
、
危
機
的
状
況
で
あ
る
と
い
う
認
識
の
下
、
彼
ら

に
騙
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
真
の
救
済
の
道
を
得
ら
れ
る
よ
う
「
書
物
」
を
読
む
こ

と
を
勧
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
　
「
偽
の
教
師
」
に
対
す
る
防
御
手
段
と
し
て
も
読

書
は
有
効
で
あ
っ
た
。

　
だ
が
書
物
を
自
分
で
読
む
こ
と
は
で
き
て
も
、
日
常
の
教
会
で
の
説
教
に
は
、

ど
う
対
応
す
べ
き
で
あ
っ
た
の
か
。
著
者
は
言
う
。
　
「
使
徒
パ
ウ
ロ
は
言
っ
て
い

る
。
　
『
教
示
す
る
外
の
人
々
が
聖
職
者
に
相
応
し
い
』
と
。
も
ち
ろ
ん
教
示
と
は

教
え
で
あ
り
、
外
の
人
々
と
は
司
祭
、
輔
祭
で
は
な
く
、
歌
い
手
や
読
み
手
で
あ

る
よ
う
な
人
々
」
　
（
一
〇
六
畜
）
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
階
位
を
持
た
ず
に
教
会
に

勤
務
す
る
聖
歌
隊
の
メ
ン
バ
ー
や
、
聖
務
の
際
に
声
を
出
し
て
聖
書
を
読
む
人
々

か
ら
説
教
を
聞
け
ば
よ
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
は
こ
の

箇
所
を
根
拠
と
し
て
、
著
者
が
「
教
会
構
造
が
持
つ
カ
ー
ス
ト
的
性
格
に
敵
意
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぜ

持
っ
て
い
た
」
こ
と
を
主
張
し
た
。
ま
た
ポ
ポ
ー
フ
は
「
こ
れ
は
ま
さ
に
全
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
構
造
の
土
台
の
転
覆
」
の
主
張
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
点
に
は
ク
リ

バ
：
ノ
ブ
も
同
意
し
て
い
て
、
　
「
偽
の
教
師
の
講
話
は
聖
職
者
批
判
を
、
聖
職
者

ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
組
織
の
否
定
に
ま
で
導
い
て
い
る
。
講
話
は
こ
の
組
織
を
民
衆
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

教
師
に
開
放
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
彼
に
よ
れ
ば
、
　
『
講
話
』
は
民
主
的

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ど

階
層
の
利
益
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
だ
が
上
記
の
主
張
は
、
文
脈
上
、
明

ら
か
に
「
偽
の
教
師
」
へ
の
対
応
策
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
も

ち
ろ
ん
「
読
み
手
や
歌
い
手
」
も
教
え
る
こ
と
は
で
き
た
が
、
　
「
真
の
聖
職
者
」

が
存
在
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
彼
ら
の
出
番
は
な
か
っ
た
。
彼
ら
が
必
要
と
さ
れ
る

の
は
、
ア
ド
リ
ア
ノ
ヴ
ァ
・
ぺ
！
レ
ツ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
、
　
「
司
牧
者
が
狼
と

な
っ
た
と
き
」
　
（
一
〇
六
裏
）
や
「
主
教
や
教
師
が
い
な
い
と
き
」
　
（
一
〇
自
暴
）

だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
う
し
た
限
定
句
の
存
在
に
よ
り
、
セ
ジ
ェ
：
リ
ニ
コ
フ
や
ポ

ポ
ー
フ
の
言
う
よ
う
な
教
会
構
造
全
体
の
否
定
は
認
め
ら
れ
な
い
。
著
者
の
主
張

は
あ
く
ま
で
「
偽
の
教
師
」
が
出
現
し
た
場
合
に
交
代
を
認
め
る
と
い
う
主
張
で

あ
る
。
こ
の
主
張
は
セ
ジ
ェ
ー
リ
ニ
コ
フ
ら
の
意
見
と
は
相
容
れ
な
い
の
で
あ
る
。

一11一
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ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
も
含
め
た
こ
れ
ら
の
研
究
者
た
ち
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
史
学
に
顕
著
な

傾
向
、
つ
ま
り
『
講
話
』
の
「
反
封
建
的
性
格
」
を
強
調
す
る
あ
ま
り
、
望
む
者

が
誰
で
も
「
良
き
教
師
」
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
と
著
者
が
考
え
た
、
と
主
張
す

る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
著
者
の
主
張
は
、
全
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
に
対

す
る
民
衆
の
戦
い
で
は
な
く
、
　
『
講
話
』
の
題
目
に
も
あ
る
よ
う
に
、
堕
落
し
、

清
廉
生
活
を
送
ら
ず
、
そ
れ
ゆ
え
人
々
を
救
済
に
導
か
な
い
よ
う
な
「
偽
の
教
師
」

に
対
す
る
戦
い
な
の
で
あ
る
。
教
会
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
そ
の
も
の
の
否
定
を
著
者
が

主
張
す
る
箇
所
は
存
在
し
な
い
。
ポ
ポ
ー
フ
だ
け
は
上
記
の
箇
所
を
ス
ト
リ
ゴ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま

り
ニ
キ
と
直
結
さ
せ
た
。
な
ぜ
な
ら
「
異
端
」
は
堕
落
し
た
聖
職
者
を
よ
く
本
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
レ
　

読
む
勤
勉
な
教
区
民
と
交
代
さ
せ
た
と
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
ア
ド

リ
ア
ノ
ヴ
ァ
・
ペ
ー
レ
ツ
に
よ
れ
ば
、
　
一
四
世
紀
の
ノ
ヴ
ゴ
ロ
ド
の
農
村
・
辺
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

地
域
で
は
、
教
区
民
が
教
え
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
こ
の
こ
と
を
根
拠
と

し
て
、
　
『
講
話
』
が
ス
ト
リ
ゴ
ー
リ
ニ
キ
の
「
教
典
」
で
あ
る
と
は
言
え
な
い
の

で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
全
て
の
主
張
は
、
著
者
に
よ
れ
ば
「
聞
く
だ
け
で
な
く

行
動
に
よ
っ
て
も
」
実
行
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に
読
書

は
大
き
な
声
で
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
行
う
べ
き
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
以
外
で
も

『
講
話
』
の
最
後
の
部
分
で
「
私
た
ち
子
ど
も
は
、
あ
な
た
の
意
志
に
よ
っ
て
創

ら
れ
た
説
教
を
受
け
入
れ
、
耳
で
聞
く
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
の
意
志
を
な
し
、

我
々
の
主
た
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
永
遠
の
命
を
得
る
の
で
あ
る
」
　
（
一
〇
八

裏
）
と
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
「
偽
の
教
師
」
の
「
偽
の
」
説
教
を
回
避
す
る
だ

け
で
な
く
、
　
「
良
き
」
説
教
の
内
容
を
実
行
す
る
教
区
民
と
い
う
も
の
が
理
想
と

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
当
然
「
良
き
」
説
教
た
る
書
物
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う

に
「
神
の
法
」
で
あ
る
の
で
、
　
「
良
き
」
説
教
の
内
容
の
実
行
は
神
の
意
志
の
実

行
と
直
結
し
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
は
述
べ
て
い
る
。
　
「
そ
の
日
に
は
私
に
多
く
の

人
々
が
『
主
よ
、
主
よ
、
我
々
は
あ
な
た
の
名
前
で
洗
礼
を
受
け
、
あ
な
た
の
名

前
で
多
く
の
奇
跡
を
な
し
て
い
る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
』
と
言
っ
た
」
　
（
一
〇
八
）
。

主
な
る
キ
リ
ス
ト
は
彼
ら
に
回
答
し
た
。
　
「
私
の
名
で
洗
礼
を
受
け
、
多
く
の
奇

跡
を
な
し
て
も
、
私
の
意
志
を
な
さ
な
い
の
な
ら
、
私
か
ら
離
れ
な
さ
い
。
あ
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　
　

た
た
ち
の
こ
と
を
私
は
知
ら
な
い
」
　
（
一
〇
八
）
と
。
す
な
わ
ち
「
神
の
意
志
を

な
さ
ず
主
の
戒
め
に
従
わ
な
い
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
徒
」
　
（
一
〇
八
）
へ
の
批
判

と
し
て
書
か
れ
た
『
講
話
』
で
は
、
神
の
意
志
の
実
現
を
目
指
し
、
行
動
を
起
こ

す
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
主
張
は
『
講
話
』
の
後
半
部
に
お
い
て
、
　
一
層
強
く
な
る
。
　
「
あ
な
た
方

は
、
あ
ら
ゆ
る
霊
を
信
じ
て
よ
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
悪
い
説
教
を
聞

い
て
は
な
ら
な
い
。
ど
れ
が
悪
い
教
え
で
あ
る
か
、
ど
れ
が
良
き
教
え
で
あ
る
か

理
解
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
」
　
（
一
〇
七
裏
）
。
　
「
良
き
教
え
」
の
選
択
の
際
に

は
、
そ
れ
を
話
す
人
物
は
問
題
と
さ
れ
な
い
。
つ
ま
り
「
も
し
普
通
の
人
か
ら
聞

く
と
し
て
も
良
き
教
え
な
ら
受
け
入
れ
な
さ
い
。
も
し
司
祭
が
関
わ
っ
て
い
る
と

し
て
も
悪
い
教
え
な
ら
聞
い
て
は
な
ら
な
い
。
同
様
に
聖
書
が
『
も
し
天
使
が
や
っ

て
き
て
あ
な
た
達
に
教
え
、
我
々
が
教
え
る
の
と
違
っ
た
方
法
で
始
め
た
の
な
ら
、

　
　
　
　
　
（
2
D
）

呪
認
さ
れ
る
』
と
述
べ
て
い
る
の
を
理
解
し
な
さ
い
」
　
（
一
〇
七
裏
）
。
こ
う
し

た
「
悪
い
教
え
」
を
説
く
人
々
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
永
遠
の
命
」
や
「
天

国
の
入
口
を
閉
ざ
す
」
人
々
で
あ
る
か
ら
、
　
「
そ
う
し
た
人
々
と
飲
ん
で
は
な
ら

な
い
し
、
食
べ
て
も
い
け
な
い
」
　
（
一
〇
八
）
の
で
あ
っ
た
。
同
じ
主
張
が
幾
度

も
繰
り
返
さ
れ
る
。
　
「
そ
う
し
た
人
々
と
親
し
く
な
り
、
食
べ
、
酒
を
飲
む
者
は
、
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神
と
キ
リ
ス
ト
と
聖
霊
の
敵
で
あ
る
、
悪
魔
で
あ
る
…
キ
リ
ス
ト
と
共
に
あ
る
私

の
か
わ
い
い
兄
弟
や
子
ど
も
た
ち
よ
、
も
し
あ
な
た
た
ち
が
知
識
を
持
っ
て
い
る

の
な
ら
偽
の
教
師
の
言
う
こ
と
を
聞
い
て
は
な
ら
な
い
し
、
そ
う
し
た
人
々
と
交

わ
っ
て
は
な
ら
な
い
し
、
食
べ
て
も
飲
ん
で
も
い
け
な
い
」
　
（
一
〇
八
）
。
　
「
も

し
兄
弟
た
る
あ
な
た
が
不
従
順
で
あ
り
、
真
面
目
な
教
え
を
聞
か
な
い
な
ら
…
永

遠
の
命
を
受
け
継
ぐ
こ
と
は
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
」
　
（
一
〇
八
）
。
こ
の
よ
う
に

『
講
話
』
の
最
後
で
は
書
物
を
理
解
す
る
こ
と
の
要
求
、
救
済
に
導
か
な
い
「
偽

の
教
師
」
の
「
偽
の
」
説
教
を
聞
く
こ
と
の
禁
止
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

著
者
は
強
い
口
調
で
繰
り
返
す
。
　
「
子
ど
も
た
ち
よ
、
あ
な
た
た
ち
は
、
偽
の
教

師
や
『
罪
を
犯
し
て
も
、
罪
を
犯
し
て
い
な
く
と
も
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
は
苦
難
は

な
い
』
と
述
べ
る
者
を
監
視
し
な
さ
い
。
そ
う
し
た
人
々
の
中
で
生
ぎ
続
け
て
い

る
よ
う
な
、
悪
と
、
悪
魔
の
誘
惑
は
、
破
滅
に
至
る
。
そ
の
よ
う
に
話
す
人
々
は

呪
わ
れ
る
。
彼
ら
に
は
、
こ
の
世
に
お
い
て
も
、
来
世
に
お
い
て
も
与
え
ら
れ
る

も
の
は
な
い
だ
ろ
う
。
も
し
そ
の
よ
う
に
話
す
者
が
、
人
々
の
前
で
臓
悔
を
し
な

い
よ
う
に
言
っ
た
こ
と
を
否
認
す
る
の
な
ら
、
そ
の
者
は
生
ま
れ
な
い
方
が
よ
か
っ

た
」
　
（
一
〇
八
）
。

　
『
講
話
』
の
内
容
を
こ
こ
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。
第
一
に
そ
の
土
台
と
し
て
一

貫
し
て
い
る
の
は
、
　
「
神
の
法
」
、
　
「
神
の
意
志
」
で
あ
る
書
物
へ
の
敬
意
で
あ

る
。
従
っ
て
キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
教
区
民
で
あ
っ
て
も
聖
職
者
で
あ
っ
て
も
、
書

物
を
読
む
こ
と
が
当
然
の
課
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
『
講
話
』
で
は
、
書

物
を
単
に
読
む
だ
け
で
な
く
、
内
容
を
理
解
し
、
実
行
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
行
わ
な
い
場
合
、
　
「
永
遠
の
命
」
を
得
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。

　
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
書
物
を
読
ま
な
い
「
偽
の
教
師
」
が
存
在
し
て
い
た
。
教

区
民
を
天
国
へ
導
く
は
ず
の
聖
職
者
が
「
神
の
法
」
、
　
「
神
の
意
志
」
を
知
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
、
そ
こ
か
ら
教
え
を
受
け
る
教
区
民
に
と
っ
て
看
過
で
き
な
い

問
題
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ば
か
り
か
彼
ら
は
大
食
、
飲
酒
に
耽
っ
て
い
て
、
金
銭
を

集
め
る
こ
と
に
夢
中
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
第
二
の
主
張
が
現
れ
る
。
つ
ま
り

彼
ら
の
「
偽
の
扁
説
教
を
聞
く
こ
と
、
更
に
彼
ら
と
交
わ
る
こ
と
の
禁
止
で
あ
る
。

当
然
こ
こ
で
、
そ
う
し
た
聖
職
者
へ
の
痛
悔
や
、
彼
ら
か
ら
聖
体
を
受
け
る
こ
と

も
禁
じ
ら
れ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
う
し
た
事
態
に
遭
遇
し
た
場
合
、
教
区
民
は
「
偽
の
教
師
」
に
取
っ
て
代
わ

る
こ
と
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
教
区
民
は
聖
書
や
教
父
の
著
作
、
　
『
清

き
餓
悔
の
緒
言
』
と
い
っ
た
「
書
物
」
を
読
み
、
　
「
霊
」
を
得
て
「
教
え
る
権
利
」

を
持
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
『
講
話
』
の
著
者
は
、
教
会
ヒ
エ
ラ
ル

ヒ
ー
に
属
す
る
と
い
う
理
由
だ
け
で
、
聖
職
者
の
権
威
を
否
定
し
て
は
い
な
い
。

つ
ま
り
十
分
に
「
書
物
」
を
読
ん
で
い
る
教
会
の
聖
職
者
の
権
威
は
認
め
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
主
張
は
「
偽
の
」
聖
職
者
に
司
書
さ
れ
る
教

区
民
に
の
み
浸
透
し
得
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　
こ
れ
ま
で
『
講
話
』
の
個
々
の
主
張
と
そ
れ
ら
の
繋
が
り
に
つ
い
て
述
べ
て
き

た
。
こ
れ
に
よ
り
「
異
端
」
の
主
張
と
の
比
較
検
討
の
第
一
段
階
が
終
了
し
た
。

現
段
階
で
見
る
限
り
、
ク
リ
バ
ー
ノ
ブ
も
指
摘
す
る
よ
う
に
「
異
端
」
の
教
義
と

『
講
話
』
の
内
容
を
結
ぶ
直
接
の
根
拠
は
存
在
し
な
い
。
先
行
研
究
で
は
「
異
端
」

は
教
会
の
聖
職
者
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
全
体
を
否
定
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。
だ
が
『
講
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話
』
は
十
分
に
教
会
聖
職
者
の
「
聖
職
者
」
性
に
敬
意
を
払
っ
て
い
た
。
ま
た

「
異
端
」
の
最
初
の
主
張
は
信
仰
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
聖
職
者
に
対
す
る
不

信
、
と
り
わ
け
三
階
の
際
の
金
銭
支
払
い
（
シ
モ
ニ
ア
）
に
基
づ
く
と
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
『
講
話
』
の
基
本
的
な
主
題
は
救
済
の
た
め
に
書
物
を
理
解
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
更
に
『
講
話
』
の
な
か
で
は
上
に
見
た
主
張
の
連
関
が
存
在
し
た
。

書
物
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
理
解
し
、
実
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
段
階
で
は

じ
め
て
「
偽
の
教
師
」
た
る
堕
落
し
た
聖
職
者
へ
の
批
判
が
登
場
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
最
初
か
ら
聖
職
者
を
批
判
し
て
い
た
「
異
端
」
の
主
張
と
は
明
ら

か
に
異
な
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
こ
う
し
た
比
較
は
、
最
初
に
述
べ
た
よ
う
に

「
異
端
」
の
主
張
の
再
検
討
の
後
に
可
能
と
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
こ
れ
は
別
の
機
会

に
詳
細
に
述
べ
ら
れ
る
。
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